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科目 R6年度 R5年度 比較 R6計画値 比較

医業収益 210.9 199.2 ＋11.7 197.4 ＋13.5

医業費用 245.0 225.0 ＋20.0 230.7 ＋14.3

医業損益 ▲ 34.1 ▲ 25.8 ▲ 8.3 ▲ 33.3 ▲ 0.8

医業外収益 41.8 46.0 ▲ 4.2 42.4 ▲ 0.6

医業外費用 12.5 11.3 ＋1.2 11.4 ＋1.1

看護専門学校収益 1.6 1.6 ＋0.0 1.8 ▲ 0.2

看護専門学校費用 1.8 1.8 ＋0.0 1.8 ＋0.0

経常損益 ▲ 4.9 ＋8.6 ▲ 13.5 ▲ 2.5 ▲ 2.4
（経常収支比率） (98.12%)

純損益 ▲ 4.6 ＋8.7 ▲ 13.3 ▲ 2.4 ▲ 2.2



人勧の
影響

病床確保料
4.8億が皆減

赤字化



延患者数（人）01

186,227

160,248 162,505
171,831 176,737 178,176

239,029

213,151 217,643 219,838 222,026 223,616

R01 R02 R03 R04 R05 R06

外来

入院

1日1人単価（円）02

75,706
80,664 80,908 80,744 84,320 88,522

16,896 18,040 18,567 19,575 20,119 21,166

R01 R02 R03 R04 R05 R06

外来

入院

• R5・R6比較
入院：+1,590人(+0.9％)
外来：+1,439人(+0.6％)

• 延入院患者数が増加した診療科
増減R5延入院R6延入院診療科

+2,959人11,836人14,795人血液内科

+1,222人20,706人21,928人循環器内科

• R5・R6比較
入院：+4,202円
外来：+1,047円

• 主な要因
アブレーションの件数増

+55件（181件→236件）
外来化学療法の件数増

+483件（3,941件→4,424件）



新規入院患者数(人)03
15,030

13,110 13,174

13,837

14,787 14,993

R01 R02 R03 R04 R05 R06

入院

平均在院日数04

78.3 

68.0 68.5 
72.2 74.1 74.9 

12.4 
12.1 

12.4 12.4 
12.0 11.9 

R01 R02 R03 R04 R05 R06

病床
利用率
(n=570)

平均在院日数

• 15,000人手前まで回復したが、
これ以上の増加は容易ではない。

DPC収益 61.6億 (対R5：+2.2億)

増減R5新入院R6新入院診療科

+139人419人558人血液内科

+128人2,092人2,220人循環器内科

+48人335人383人呼吸器外科

【増加が大きい診療科】

• クリティカルパスの活用
• 予定外入院割合の減少

▲1.4％（50.0％→48.6％）

新規入院患者の増･平均在院日数の減



給与費・対医収比率01

92.9 92.8 94.2 96.4 96.0 

107.1 

49.6%
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材料費・対医収比率02

57.7 52.8 54.4 58.5 62.3 67.8 

30.8% 30.5% 30.7% 31.3% 31.3%

32.2%
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医収
比率

材料費
(億円)

• 人事院勧告に伴い前年比+11.1億

• 医収比率も50％を上回る
• 給与費増を補填する収入

ベースアップ評価料 1.1億

看護職員夜間配置加算 0.7億

+11.1億

給与費増に見合うような収入がない
ことが赤字転落の大きな要因

• 高額手術や高額薬剤の使用件数が
増加 ⇒ 収入に跳ね返り

【手術料・注射料収入の稼働額】+5.5億

増減R5R6

+3.4億47.5億50.9億手術料(入院)

+2.3億15.1億17.4億注射料(外来)
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科目 R6年度 R5年度 比較

資本的収入 17.0 42.2 ▲ 25.2

うち企業債 5.9 30.4 ▲ 24.5

資本的支出 42.7 53.8 ▲ 11.1

うち建設改良費 7.4 29.7 ▲ 22.3

うち企業債償還金 18.7 20.4 ▲ 1.7

うち投資有価証券 15.0 0.0 ＋15.0

収支不足額 ▲ 25.7 ▲ 11.7 ▲ 14.0



Ｒ4年度 Ｒ5年度 R6－R5

実績値 実績値 計画値 実績値 実績比較

病床利用率 72.2% 74.1% 74%程度 74.9% +0.9% +0.8%

入院収益のうち

DPC収益
55.8 億円 59.4 億円 59.2 億円 61.6 億円 +2.4億円 +2.2億円

新規入院患者数 13,837 人 14,787 人 14,200 人 14,993 人 +793人 +206人

新規外来患者数 24,368 人 26,552 人 25,000 人 26,837 人 +1,837人 +285人

査定率 0.53% 0.48% 0.53%未満 0.51% ▲ 0.02% +0.03%

経常収支比率 109.5% 103.6% 100 %程度 98.12% ▲ 1.88% ▲ 5.48%

職員給与費対医収比率 51.5% 48.2% 51%程度 50.8% ▲ 0.2% +2.6%

材料費対医収比率 31.3% 31.3% 31%程度 32.2% +1.2% +0.9%

区分
Ｒ6年度

計画比較


